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宮崎大学，愛媛大学であった。山形大学では地元から約 200 万円の募金（山形大学 1999，
p.399），島根大学では 750 万円の募金を集め（島根大学 2003，p.204），楽器をはじめとし
た施設・設備費として活用された。特異なケースとして，北海道大学教育学部から再編さ
れたのが，北海道学芸大学であった。その他，新潟大学は「芸能科」という特色のある学















 翌年の 1956（昭和 31）年４月には，「教職課程（教員養成課程）の各科定員枠を廃止し，
全体で 120 名とする」（東京芸術大学 2004,p.3）と規定され，各学年 30 名の定員であっ
た。1950（昭和 25）年の「学則」において，音楽学部の組織は下記の通り規定される（東
京芸術大学 2004， pp.145-146，p.153）。  
 
   第九條  音楽学部に，左の学科を置く。  
    作曲科  
    声楽科  
    器楽科  
    指揮科  
    邦楽科  
   第四十三條  学生の定員は，左のとおりとする。  
 （中略）  
  音楽学部   528 人  
    作曲科    40 人  
    声楽科    200 人  
    器楽科    160 人  
    指揮科     8 人  
    楽理科    80 人  







































































自な学科，課程名が統一され，「特別教科（音楽）教員養成課程」となる i。  










和 31）年の「学則」では，以下の通り改正される（東京芸術大学 2004， p.171-172）。  
 
  第四十三条中  
   音楽学部  688 名  
    作曲科  60 名  
    声楽科  240 名  
    器楽科  200 名  
    指揮科  8 名  
    楽理科  100 名  
    邦楽科  80 名  
 とあるを  
   音楽学部  688 名  
    作曲科                 40 名  
    声楽科                 200 名  
    器楽科                 160 名  
    指揮科                  8 名  
    楽理科                  80 名  
    邦楽科                  80 名  
    （音楽教員養成課程）   120 名  
 
 翌年の 1957（昭和 32）年には，以下の通り，若干の定員の修正が行われる（東京芸術
大学 2004， p.172）。  
 
第四十三条中  
  音楽学部                688 名  
   作曲科                 40 名  
    声楽科                200 名  
    器楽科                160 名  
    指揮科                8 名  
    楽理科                 80 名  
    邦楽科                80 名  
    （音楽教員養成課程）   120 名  
 とあるを  
   音楽学部                848 名  
    作曲科                 60 名  





    器楽科                300 名  
    指揮科                 8 名  
    楽理科                 80 名  
    邦楽科                 80 名  
    （音楽教員養成課程）  120 名  
 
 1960（昭和 35）年の「学則」では，以下の通り，改正される（東京芸術大学 2004，p.174-
175）  
 
第二条２  学部の学科および課程は次のとおりとする。  
 （中略）  
   音楽学部  作曲科  
        声楽科  
        器楽科  
        指揮科  
        楽理科  
        邦楽科  
        （特別教科教員養成課程）  
 第二十条  学生の定員は次のとおりとする。  
























 注  特別教科教員養成課程（音楽科）として入学定員 30 名音楽学部に含む。  
 






作曲科  10 5 15 








弦楽器  18 3 21 
管 打 楽
器  
10 2 12 
楽理科  20 5 25 
邦楽科  20  20 
計  142 30 172 
出典  『東京芸術大学百年史  音楽学部篇』音楽之友社， 2004 年， p.217。  
 
 「教職課程（教員養成課程）」「特別教科教員養成課程」「（音楽教員養成課程）」「教員課









和 31）年の「学則」では，以下の通り改正される（東京芸術大学 2004， p.171-172）。  
 
  第四十三条中  
   音楽学部  688 名  
    作曲科  60 名  
    声楽科  240 名  
    器楽科  200 名  
    指揮科  8 名  
    楽理科  100 名  
    邦楽科  80 名  
 とあるを  
   音楽学部  688 名  
    作曲科                 40 名  
    声楽科                 200 名  
    器楽科                 160 名  
    指揮科                  8 名  
    楽理科                  80 名  
    邦楽科                  80 名  
    （音楽教員養成課程）   120 名  
 
 翌年の 1957（昭和 32）年には，以下の通り，若干の定員の修正が行われる（東京芸術
大学 2004， p.172）。  
 
第四十三条中  
  音楽学部                688 名  
   作曲科                 40 名  
    声楽科                200 名  
    器楽科                160 名  
    指揮科                8 名  
    楽理科                 80 名  
    邦楽科                80 名  
    （音楽教員養成課程）   120 名  
 とあるを  
   音楽学部                848 名  
    作曲科                 60 名  
    声楽科                 200 名  




入学生はおらず，最大で 19 名である。1952（昭和 27）年，1953（昭和 28）年の入学生は
おらず，1954（昭和 29）年に楽理を専門とする４名が入学する。1955（昭和 30）年に 19
名と増加し，声楽を専門とする学生が 7 名（ 36.8%）も占める。1961（昭和 36）年，10 名




すると，志願者は 67 名もおり，入学できたのは 16 名と絞られていた。声楽と鍵盤楽器の
人気が高い。  
次にカリキュラムについて検討したい。表２の「備考」には以下の通り，記される（東















  Ａ．教職に関する専門課程  
科目  単位  合計  




教育心理（含青年心理） ２  
音楽教育法  ２  
音楽教育実習  ２  
  Ｂ．教科に関する専門科目  
 教員課程者  一般課程者  
 合唱  独唱  独唱  器楽  
作曲科  ４     
声楽科      
ピアノ  ４  ２  ２   
オ ル ガ
ン  
４  ２  ２   
弦管打  ２  ２  ２   
楽理科  ４   ２  ２  
  Ｃ．一般教育科目  
  一般教育科目中社会科学系列の中から法学４単位  










表３  東京芸術大学特別教科（音楽）教員養成課程の入学者  
 作曲  声楽  鍵盤楽器  弦楽器  木管楽器  金管打楽
器  






























1952 5 0             0 
1953               0 
1954              4 4 
1955  5  7  3        4 19 
1956  2  11  2  1      3 19 
1957  2  6  8  3       19 
1958    7  6  2    1   16 
1959 5 1 7 11  2  3       17 
1960 5  7 10  4  3  1    1 19 
1961    4  2  1  1  2   10 
1962 5  7 3 7 2 6 4  1  1  1 12 
1963    3  2  1    1   7 
1964 5  7 5 7 1 6 1  1     8 
1965 5  7 2 7 1 6 1  1  1   6 
1966    2  1         3 





課程の受験生のみに課せられた課題である（東京芸術大学 2004， pp.219-226）。  
 
  声楽科  
  ［声楽］  
  第１回  
 （１）【自由曲】課題曲として次にあげられた 20 曲以外のものを１曲，暗譜で歌わせ
る。  
  （２） F.Wüllner： ChorübungenⅠの中から試験の際指定して歌わせる。  
  第２回  
  （１）【自由曲】第１回の（１）に歌ったものと同一曲を歌わせる。  




  ［ピアノ］  
  （１）音階の Nr.39 の中から当日指定する。但し速度は♩＝ 80 以上で暗譜のこと。  
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入学生はおらず，最大で 19 名である。1952（昭和 27）年，1953（昭和 28）年の入学生は
おらず，1954（昭和 29）年に楽理を専門とする４名が入学する。1955（昭和 30）年に 19
名と増加し，声楽を専門とする学生が 7 名（ 36.8%）も占める。1961（昭和 36）年，10 名




すると，志願者は 67 名もおり，入学できたのは 16 名と絞られていた。声楽と鍵盤楽器の
人気が高い。  
次にカリキュラムについて検討したい。表２の「備考」には以下の通り，記される（東















  Ａ．教職に関する専門課程  
科目  単位  合計  




教育心理（含青年心理） ２  
音楽教育法  ２  
音楽教育実習  ２  
  Ｂ．教科に関する専門科目  
 教員課程者  一般課程者  
 合唱  独唱  独唱  器楽  
作曲科  ４     
声楽科      
ピアノ  ４  ２  ２   
オ ル ガ
ン  
４  ２  ２   
弦管打  ２  ２  ２   
楽理科  ４   ２  ２  
  Ｃ．一般教育科目  
  一般教育科目中社会科学系列の中から法学４単位  
（日本国憲法を含む２単位）を必ず 12 単位の内に含めて履修すること。  




  （２） Mozart： Sonate G-dur K. Nr. 283 第１楽章  
  （３） Bach： Inventions a 3 voix の中から各自の自由選択  
  ［聴音］  
  旋律の書取  
  ［学科］  
  国語，社会，外国語  
 
ピアノ科  
  ［声楽］  




 ［唱歌］  




Weber： op. 39 Sonate Nr. 2 As 終楽章  
第２回  
（ａ） Bach： Wohltemperiertes Klavier Band Ⅱ中より Präludium und Fuge Nr. 19 
A-dur 
  （ｂ）下記２曲の中当日１曲指定する。  
    Chopin op. 36 Impromptu Nr.2 Fis-dur 
        Chopin op. 51 Impromptu Nr.3 Ges-dur 
［聴音］  
























寺分校に設置された。定員は１学年 30 名で，1956（昭和 31）年度までは，３年次編入も
実施していた。 1953（昭和 28）年度以降は，「声楽専攻，ピアノ専攻，各種管弦打楽器専
攻，作曲専攻等」の専攻ごとの専門教育を展開した（大阪学芸大学 1964， p.238）。『大阪











 城多又兵衛（ 1904-1979）は，東京音楽学校，東京芸術大学音楽学部に 1933（昭和８）
年から 1950（昭和 25）年５月まで在職した（東京芸術大学百年史編集委員会 2003，p.1555）。
城多は，師範学校が官立専門学校程度に昇格された際に発行された国定の文部省『師範音
楽  本科用巻一』（ 1943）の編纂者であり，主に聴覚訓練や歌曲の分野を担当していた（鈴
木 2006， p.90）。大阪学芸大学には 1952（昭和 27）年 10 月に兼任教授として着任し，
1958（昭和 33）年４月には非常勤講師となり，1963（昭和 38）年３月まで在職した（大
阪学芸大学 1964，p.240）。城多は 1956（昭和 31）年３月から 1961（昭和 36）年３月ま
で，愛媛大学教育学部教授も務め，特別教科（音楽）教員養成課程の立ち上げの中核的な
存在であった（愛媛大学 1999， p.252）。  
 また，表４に示した通り， 20 名の専任教員が置かれ，教員組織も拡大した。  
 
表４  大阪学芸大学専任教員組織  
氏名  就任  専門  
阿保  寛  
市 来 崎  義
子  
上畠  力  
上原  一馬  
瓜原  一勲  
樫本  正  
加 藤  直 四
郎  
喜田  賦  
木本  治子  
高井  節  
谷沢  芳子  































  （２） Mozart： Sonate G-dur K. Nr. 283 第１楽章  
  （３） Bach： Inventions a 3 voix の中から各自の自由選択  
  ［聴音］  
  旋律の書取  
  ［学科］  
  国語，社会，外国語  
 
ピアノ科  
  ［声楽］  




 ［唱歌］  




Weber： op. 39 Sonate Nr. 2 As 終楽章  
第２回  
（ａ） Bach： Wohltemperiertes Klavier Band Ⅱ中より Präludium und Fuge Nr. 19 
A-dur 
  （ｂ）下記２曲の中当日１曲指定する。  
    Chopin op. 36 Impromptu Nr.2 Fis-dur 
        Chopin op. 51 Impromptu Nr.3 Ges-dur 
［聴音］  





















永 野  保 治
郎  
野間  太郎  
藤井  敬子  
宮田  和  
山 県  茂 太
郎  
山田  康子  
横井  和子  














注  下線：大阪第一師範学校，大阪第二師範学校から異動。  




いる。教育職員免許法では 32 単位以上であるのに対し， 65 単位と倍近く上乗せされてい
る。  
 
表５ 大阪学芸大学特別教科（音楽）教員養成課程専門科目 1954（昭和 29）年 







































計 12 16 21
（２） 
16 65（２） 




池田分校内に鉄筋コンクリート造４階建，延 450 坪，総工費約 3,600 万円の校舎が完成し
た。校舎には，合唱教室１，講義室２，研究室 12，練習室 24，楽器格納室１が設けられた














（ 1995）において取り上げられている。資料としては，『北大百年史  部局史』（ 1980），
『北海道教育大学札幌分校百年記念誌』（ 1987）が挙げられる。  
 1949（昭和 24）年５月，「国立学校設置法」が公布され，北海道大学に教育学部が設置
される。伊藤吉之助法文学部長が教育学部長を兼任し，城戸幡太郎（ 1893-1985）は創設委
員会の委員として学部づくりにあたり，以下のプランを描く（北海道大学 1980， p.380）。 
 
 第一部（教育科学科）  
   教育計画学科  
   教育史学科  
   産業教育学科  
   生活教育学科  
   社会教育学科  
   学校教育学科  
   教育制度学科  
   特殊教育学科  
   衛生教育学科  
   教育施設学科  
 第二部（教育技術科）  
   芸術学科  
   体育学科  
   職業学科  





 1949（昭和 24）年  教育史学講座  
 1951（昭和 26）年  社会教育講座，教育計画講座  
  1952（昭和 27）年  特殊教育講座，産業教育講座  
 1953（昭和 28）年  生活教育講座  
  1954（昭和 29）年  学校教育講座  
  1957（昭和 32）年  教育制度講座  
 
 また，1952（昭和 27）年の教育課程を見ると，以下の６専攻が設けられている（北海道








永 野  保 治
郎  
野間  太郎  
藤井  敬子  
宮田  和  
山 県  茂 太
郎  
山田  康子  
横井  和子  














注  下線：大阪第一師範学校，大阪第二師範学校から異動。  




いる。教育職員免許法では 32 単位以上であるのに対し， 65 単位と倍近く上乗せされてい
る。  
 
表５ 大阪学芸大学特別教科（音楽）教員養成課程専門科目 1954（昭和 29）年 







































計 12 16 21
（２） 
16 65（２） 




池田分校内に鉄筋コンクリート造４階建，延 450 坪，総工費約 3,600 万円の校舎が完成し
た。校舎には，合唱教室１，講義室２，研究室 12，練習室 24，楽器格納室１が設けられた







































 1952（昭和 27）年の音楽専攻の教員は，下記の通りである（北海道大学 1980，p.420）。  
 
  音楽教育講座  
  教授   遠藤  宏（音楽学）  
  音楽技術講座  
   教授   高折  宮次（ピアノ）  
  助教授  村井  満壽（声楽）  
   助教授  筒井  秀武（ピアノ，チェロ）  
   助手   今堀  美智子  
 
 ここで注目すべき点は，東京音楽学校教授であった遠藤宏（ 1894-1963），高折宮次（ 1893-
1963）が着任している点である。東京音楽学校に遠藤は 1934（昭和９）年９月から 1946






専門学校程度に昇格された際に発行された国定の文部省『師範器楽  本科用巻一』（ 1943）








表６  音楽専攻のカリキュラム  









































































出典  『北大百年史  部局史』 1980 年， pp.415-416。  
 
 第二期生で，北星学園女子短期大学名誉教授の黒川武は，次のように回想する（北海道




































 1952（昭和 27）年の音楽専攻の教員は，下記の通りである（北海道大学 1980，p.420）。  
 
  音楽教育講座  
  教授   遠藤  宏（音楽学）  
  音楽技術講座  
   教授   高折  宮次（ピアノ）  
  助教授  村井  満壽（声楽）  
   助教授  筒井  秀武（ピアノ，チェロ）  
   助手   今堀  美智子  
 
 ここで注目すべき点は，東京音楽学校教授であった遠藤宏（ 1894-1963），高折宮次（ 1893-
1963）が着任している点である。東京音楽学校に遠藤は 1934（昭和９）年９月から 1946
（昭和 21）年８月まで，高折は 1915（大正４）年から 1946（昭和 21）年９月まで在職し
た（東京芸術大学百年史編集委員会 2003，p.1550,1563）。中でも高折は，師範学校が官立
















和 31）年に設置されるに及んで， 1959（昭和 34）年頃までに音楽担当の教員は，以下の
通り，北海道学芸大学に配置換えとなった（北海道教育大学 1987， p.202）。  
 
  1956（昭和 31）年  遠藤  宏，高折  宮次  
  1957（昭和 32）年  村井  満寿  
  1959（昭和 34）年  筒井  秀武  
 
 なお，北海道学芸大学札幌校には，北海道第一師範学校から異動した，次の 3 名の教員
がいた（北海道教育大学 1987， pp.453-454）。  
 
  千葉日出城  1938（昭和 13）年～  
横谷  英次  1946（昭和 21）年～  









の視点で編纂された『島根大学教育学部特設音楽課程 30 周年記念  My Onken History』
（ 1985）があり，貴重な資料である。その他，『島根大学史』（ 1981）『島根大学史  第二
巻』（ 2003）においても特別教科（音楽）教員養成課程が取り上げられている。  
 1949（昭和 24）年，島根大学は，以下の通り新制大学として発足した。  
 
島根師範学校（松江，浜田）→教育学部  
島根青年師範学校（出雲）  →教育学部  






 1950（昭和 25）年４月，出雲分教場は松江本校に統合，1952（昭和 27）年４月，浜田
分校は廃止された。当初，教育学部は，島根師範学校男子部のあった外中原校舎を使用し
ていたが，1954（昭和 29）年に音楽科が松江高等学校のあった河津校舎に移転し，その後，
逐次移転し， 1962（昭和 37）年に河津校舎の移転を完了する。  
 特別教科（音楽）教員養成課程新設の発端について，『島根大学史』において次のように
記される（島根大学 1981， p.388）。  
 







 そして，以下の通り，文部省へ陳情が重ねられる。  
 
1952（昭和 27）年１月  池田福広事務局長と竹内尚一教授  
1952（昭和 27）年２月  竹内教授  
1952（昭和 27）年５月  勝部謙造学部長と松田俊雄学部事務長  
1952（昭和 27）年６月  勝部学部長と松田学部事務長  
1952（昭和 27）年９月  竹内教授ら音楽科教官  
1952（昭和 27）年 10 月  竹内教授ら音楽科教官  
 
 しかしながら，音楽関係の設備・教授陣容が不充分との理由から認可の見通しは得られ





・ 1952（昭和 27）， 1953（昭和 28）年度の設備充実費は，ピアノ購入に充てられた。  
・目標を 630 万円と定めた募金の実施。  
・演奏会の開催  
 
 その結果，島根県から 200 万円が支出され，募金は総額 544 万８千円も集められた。募
金により，ピアノ 10 台が発注される。その他， 1952（昭和 27）年，「父兄会」も設立さ
れ，設立運動を支えた。陳情も以下の通り，引き続き続けられた。  
 
1952（昭和 27）年 11 月  勝部学部長と松田事務長  
1953（昭和 28）年３月  勝部学部長と松田事務長  
1953（昭和 28）年 11 月  勝部学部長と田部長右衛門期成同盟会会長  
 















和 31）年に設置されるに及んで， 1959（昭和 34）年頃までに音楽担当の教員は，以下の
通り，北海道学芸大学に配置換えとなった（北海道教育大学 1987， p.202）。  
 
  1956（昭和 31）年  遠藤  宏，高折  宮次  
  1957（昭和 32）年  村井  満寿  
  1959（昭和 34）年  筒井  秀武  
 
 なお，北海道学芸大学札幌校には，北海道第一師範学校から異動した，次の 3 名の教員
がいた（北海道教育大学 1987， pp.453-454）。  
 
  千葉日出城  1938（昭和 13）年～  
横谷  英次  1946（昭和 21）年～  









の視点で編纂された『島根大学教育学部特設音楽課程 30 周年記念  My Onken History』
（ 1985）があり，貴重な資料である。その他，『島根大学史』（ 1981）『島根大学史  第二
巻』（ 2003）においても特別教科（音楽）教員養成課程が取り上げられている。  
 1949（昭和 24）年，島根大学は，以下の通り新制大学として発足した。  
 
島根師範学校（松江，浜田）→教育学部  
島根青年師範学校（出雲）  →教育学部  
松江高等学校（松江）    →文理学部  
 






 1953（昭和 28）年６月に松江高等学校があった河津校舎に 207.9 坪の音楽棟が新築さ






表７  島根大学の音楽教育施設   





























出典  『日本教育大学協会第二部音楽部門  中国地区連合協議会資料』 1962 年。  
 
表８  島根大学専任教員組織  
氏名  就任  備考  
長岡  敏夫  
森山  俊夫  
後藤  忠雄  
竹内  尚一  
竹内  文子  
藤 原  千 代
子  
伊藤  雯子  
坂本  良隆  
与倉  愛子  
大原  豊彦  
千蔵  八郎  
小林  昭三  
渡部  毅  
西岡  光夫  
小沢  京子  
山本  力  
藤井  文子  
蔵  清蔵  
庵原  順子  
知念  辰朗  

















































吉田  功  
日野  圭一  
吉名  重美  
西園  芳信  
手塚  実  
三原  重行  
島畑  斉  
大 久 保 佐 知
子  
田中  昭  













注  下線：島根師範学校から異動。  




















育大学 30%，東京学芸大学 25%，新潟大学 50%，大阪教育大学 30%，島根大学 50%，愛媛
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表９  現在の組織  
大学名  
 





北 海 道 教 育 大
学  
25 25 札幌校，旭川校，釧路校：教員養成課程，  
岩見沢校：芸術・スポーツ文化学科  
山形大学  11 4 地域教育文化学部地域教育文化学科文化創生コース  
東京学芸大学  22 16 初等教育教員養成課程，中等教育教員養成課程  
新潟大学  9 6 学校教員養成課程  
大阪教育大学  20 12 学校教育教員養成課程，教育協働学科芸術表現専攻  
島根大学  13 5 学校教育課程  
愛媛大学  9 6 学校教育教員養成課程  
宮崎大学  10 5 学校教育課程  
出典  教員養成学部教官研究集会音楽科教育部会『音楽科教育の研究』 1972 年， pp.197-
























 本稿は，日本音楽教育学会第 46 回大会（ 2015 年，於：シーガイアコンベンションセン
ター）で口頭発表した内容の一部を再検討し，加筆・修正を行ったものである。  





楽教育研究』第 19 巻第２号，音楽之友社．  
上原一馬（ 1988）『日本音楽教育文化史』音楽之友社．  
愛媛大学 50 年史編集専門委員会（ 1999）『愛媛大学五十年史』．  
大阪学芸大学（ 1964）『大阪学芸大学 15 年史』．  
音楽之友社編（ 1966）『音楽大学・学校案内  昭和 42 年度』音楽之友社．  
城戸幡太郎（ 1978）『教育科学七十年』北海道大学図書刊行会（大泉溥編『日本の子ども研
究：明治・大正・昭和  別巻Ⅳ城戸幡太郎と日本の教育心理学』（ 2010）クレス出版）． 
木村信之（ 1993）『昭和戦後  音楽教育史』音楽之友社．  
島大音研誌編集委員会編（ 1985）『島根大学教育学部特設音楽課程 30 周年記念  My Onken 
History』．  
島根大学開学三十周年史編集委員会編（ 1981）『島根大学史』．  
島根大学開学五十周年記念誌編集委員会編（ 2003）『島根大学史  第二巻』．  
坂本麻実子（ 2006）『明治中等音楽教員の研究：『田舎教師』とその時代』風間書房．  
鈴木慎一朗（ 2003）「高等師範学校，女子高等師範学校における音楽教員養成：東京女子高
等師範学校，広島女子高等師範学校での＜体育・音楽教員養成＞を中心として」『関西楽





鈴木慎一朗（ 2019）「 5-2 教師教育の課題３  音楽教育養成史の研究動向と課題」日本音楽
教育学会編『音楽教育研究ハンドブック』音楽之友社．  
東京芸術大学百年史編集委員会編（ 2004）『東京芸術大学百年史音楽学部篇』音楽之友社．  
中曽根松衛（ 2001）『音楽界戦後 50 年の歩み：事件史と音楽家列傳』芸術現代社．  
西岡光夫（ 1966）「わが校を語る  松江の誇り」『音楽大学・学校案内』音楽之友社．  
日外アソシエーツ編集部編（ 2010）『新撰芸能人物事典  明治～平成』日外アソシエーツ .  
林三平（ 1971）「制度転換期における教員養成の実施状況と再編成構想」海後宗臣監修・編
『教員養成《戦後日本の教育改革第八巻》』東京大学出版社， pp.415-440. 
平野潤子（ 1976）「特集・音楽科教員養成課程  若い教師と大学教員養成課程  座談会」
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北海道教育大学札幌分校（ 1987）『北海道教育大学札幌分校百年記念誌』．  
北海道大学（ 1980）『北大百年史  部局史』．  
前川公美夫（ 1995）『北海道音楽史』亜璃西社．  
室井摩那子（ 2013）『わがままだって，いいじゃない。 92 歳のピアニスト「今日」を生き
る』小学館．  
山形大学創立 50 周年記念誌発行実施委員会編（ 1999）『山形大学 50 年史』．  
 
注  
i  この点については，『愛媛大学五十年史』（ 1999， p.243）に丁寧に記され，愛媛大学で
は「特別教科教員養成課程音楽科」から「特別教科（音楽）教員養成課程」へと変更
された。  
i i  ピアニストの室井摩那子は，小学生のとき，高折宮次に師事した（室井 2013， pp.79-
80）。また，高折は，美智子様にもピアノを教えた（日外アソシエーツ 2010, p.456）。  
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